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鋼モルタル板を用いた座屈拘束ブレースにおける芯材長さの影響
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1. 序

爽大サイズの座屈的液プレ…スに対し､;3:ネルギ-敬

収部(雛 化額域)を長くしたものについても､既往の研

究畑と同様に性能評価できるかどうかを経線する｡現存

の美観袈酸を考えると､莫大サイズよりさらに凍い淑軟

体で来翻 -ることは不可能なので､鯖小モデルを用いるや

策吸結果から紫繊軸性盃:tlネルギー率を求めて轍聴弊紙
をするめまう㌔憎凝衆による影野翫麗隠し､さらにエネ
ルギ-吸収部を潔くした駅換庫について性能評価する｡

2.実験計画

2.1訊抜体

釈放件-乾を毅lに､各班険路形状を図日こ示す｡芯

材の線状綜来P,は東郷 歌より求めた降伏怒力虚け,に

断両横Aを乗じた駿である今庄擁拘寮締盟PEはオイラ一

度機先よ腎､座屈長さを番線長さとして算出する｡S-O

職 体は業火サイズの座屈的衆プレースとするやS-1雛

軟体は､S000釈敬体に対し髄乳 沫ネルギ-吸収鞠磁さ
を9116とした縮小をデルとするやSJ2統軟体はS-1飲敬

体のエネルギ-吸収翻畏さを2倍とする｡5-0粥敬称は

芯材の翁軸地雨Ht3'に 1.Qmnのアンポンド材を月別寸､

S-i,S-2釈駿棒は0,5m のテフロンを貼付し､芯材とモ

ルタル問のクリアランスを漆倶する｡家中のC-1鈴敬体

は本年度研究､クリアランスの影響3)より算出する｡

2.2載荷

実験モデルは座屈拘束プレ-スの義弘み込まれた畑種
物が永撃力を受けた賂倉を想定する｡既往の研究細では
芯材に生じる塑性束に対し､腰間釘汚角が1,鴨であれば

1/100相当､2.鵬であればi/50相当､3.(格であればl/33

相当であった｡絡小菅デルであるS-i,S-2畿験体は屈指巧

変形角で絃なく軸歪を合わせた制御とするQ
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3.1経過

各柳 の封力低下時の登､最終次雄､座屈モ-ド数

を毅2に､紬知和荷盤をPとしたP作,と織笠t(i)関係

を尉2に希うこすペての銑軟体において､広路†鵬3.鴫束

の取得を換Yj返すと､粥敬体上部榊富強リブ付近の弱軸鱗

に園澄醸≡形が生じ､蛮力低下したため敏鍔を終了した｡

3.2最終状態

莱貌終了致､拘鰍 を除去して芯材の観察を行った冶

すべての状敦体において弱紬繊Q)変形が5頓己約であった.
S-0釈駿体と縮小モデルであるSl釈検体ともに芯材上
部で局部変形し､エネルギ-吸収朝を全体に襲って6次の

鵬 や-ドを描いた｡S-2釈軟体のエネルギー吸収郡長

さはS-1耽軟体の2倍であり､濫掘モ-ド数も2倍の12

数であった｡すべての離敬体の鈎やル}/ル板の内艶を観

察すると､掲雛の鵬 を-ドが現れている細分g)驚ルタ

ルには､圧縮敬城捻線路できなかった申一方､局部変形

を起こした部分のモルタル蛾重轟破壊を起こしていた｡

また､すべての就敬体において執軸鵬の変形はほとんど

確認できなかった｡

表1拭険捧一覧

拭検体名 芯胡 拘賑材 Pー′P,
L 破埠 中三 A q 1 P† 櫛簿比 絹 諺;さ ーx10◆ Pt クリアう.ンス

･ 触 細 罰瀬 抑} 叫 巾 ～ 州 珊 聯 EiTnl 蛸 抑
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i.一一 704 9 99 89 298 2朗 ll.0 22.2 25 80 603 0.5 軍二軍
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L:エネルギー吸収鉢長さ Å:芯材繋性比領域噺笥頓 U,:降伏応力度 Py:降伏荷盤 I:断面2次モーメント PE:座良拘束荷姿
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蛋2 実額結果

奴嶺捲名 封力低下時の澄 最終状臆 庫畑モ-ド
i-03.0%蛍圧揺Li回EI芯斡弓等劫の局か茨発き 6次S-I 3,鴨変圧掩2回日 8次

衷3 性能評価指標

0 ･2 .0 0.0 2.0 4.0 -4,0 -2.00.0 2.0 4.0
S-1紬 体 S-2紬 休

園2PP,一機歪E㈲関係

3.3復元力特性

すべての鏡扱体において 3.(漁歪まで安定した復元力

特性を示しているb各釈放称のP/町と舶滋 L㈲即豚に

はほとんど差違が無も㌔PAT,は引破鵬と洗締桝がほぼ対

救形であるが､圧接慨のガが瞥干高い値を承し､既往の

研究llコと同様である｡

3.4座屈挙動

S-0,sl 餅敢降の威儀モード数は桝じであり､鮪小骨

デルであっても策敦やデルと岡策の理屈挙動を暮した辞

S-2淑艶惨の産属を- ド故はS-ま跳簸体の2偽･で凌)つた身
エネルギ-吸収鮪長さが2倍でも並屈や--ド問凍 結同

様であることがわかった｡

また､x･ネ/レギー吸収部が長くなr3ても､淀ネルギー

徴収部全体を朝粥柑一ることで薮さにth解することなく耐

力を維持できることが分かった4

3.5塑性変形能力

文献1と同様､すべての訳験体についで潔概艶性変形

絡率71､紫伽 3-ネルギーF,及び緊胡塑性歪エネル
ギ-率Wを欝出して袈3に示す｡rZについては引鍍排を

Tit､庄紛糾をがとして貸出する｡WはEミをp-と弾瞳限

界変形蕊を魚じた億で除したものであるOC-1桝軟体の

籍元は密lに示されており､比較の対敦とするoエネル

ギ-吸収激寸法が9×99筋のS-I-S-2一計1約款体におけ

る77とW披､P謹yが大きいほど掛 ､借を茄しているb
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4.性能評価

本研究の魔隠拘兜プレ--スの独穏芸箪鯨にあたってほ､

図 3に示した艶積数放生エネルギ-率WとP〆Pyから求

められた性能評価式(W3;150×PdP,)により行う｡鞘翫式

は､芯材弱軸方向に局醇変形を起こした釈放体によや近

似曲線であるので.この嘗肘 で比較することができる.

策大サイズであるS-0釈放捗と箱小モデルであるS-1

餅軟体拭､典に性能評価式と岡等以上であった｡よって

緒小モデルとすることで寸鉄効典による彩管手ま無いと考

えられる｡

Sl繊 捲くLF70･1血)とS-2雛敬体8.=14軸 捻炎に性

能静鮮式と間等以上であY)､かつ性能評価式と平行で鑑

線的にプロットされた¢さらにC-1駅検体(L;1251鮒めは

酵繊 棒の中間付蟹にプロットされた.これより､性能

の滋はPdPyに餅移しており､ユ.･ネルギ-吸収都濃怨によ
る梗能の蓋は無いと考えられるや

5.結

芯材長さを変えた度属拘蒐プレ-スを奥持して軸方向

繰り返し救蹄雑観を行い､以下の知見を得た｡

i)線′トモデルとした鹿院殉教プレースにおいてほ､寸捷

効果は受けなレ㌧

2)エネルギー攻収緋を長くした盈瓢拘束プレースにおい

でも､これまでの英大サイズと同桜に鰹健評価できる｡
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